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マイペースで
　　　取り組む
　　　　花づくり

　
下
田
温
泉
街
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
営
む
か
た
わ

ら
、
温
泉
街
の
そ
ば
を
流
れ
る
下
津
深
江
川
の
岸
に
設

置
し
て
あ
る
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
を
活
用
し
て
、
10
年
ほ
ど

前
か
ら
花
を
育
て
て
い
る
。
花
は
、
黄
色
い
花
を
つ
け

る
〝
宿
根
ガ
ザ
ニ
ア
〞
と
、
赤
・
白
・
ピ
ン
ク
色
の
花

を
咲
か
せ
る
〝
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
（
ア
オ
イ
）〞。
こ
れ
ら
の

花
を
さ
し
芽
を
し
な
が
ら
増
や
し
て
い
き
、
植
木
鉢
の

よ
う
な
形
を
し
た
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
約
５
０
０
個
を
使
っ

て
育
て
て
い
る
。

　「
花
を
植
え
た
ら
き
れ
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
」
と

い
う
シ
ン
プ
ル
な
動
機
が
き
っ
か
け
。「
下
田
温
泉
に

来
て
く
だ
さ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
」
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
夏
場
の
水
や
り
は

１
回
当
た
り
１
時
間
30
分
か
か
り
、
年
に
数
回
は
除
草

も
行
う
。ひ
と
り
で
こ
な
す
に
は
た
い
へ
ん
な
作
業
だ
。

そ
れ
で
も
、「
地
元
の
皆
さ
ん
に
『
き
れ
い
だ
ね
』
と

い
わ
れ
る
と
、
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
。
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
ね
」
と
、
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
一
方
、
宿
根
ガ
ザ
ニ
ア
と
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
は
、
と
も
に

周
年
で
花
を
咲
か
せ
る
四
季
咲
き
の
品
種
。
５
月
ご
ろ

は
花
も
大
き
く
な
り
見
ご
ろ
だ
と
い
う
。こ
の
時
期
は
、

地
元
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
〝
下
田
温
泉
祭
〞
が
開
か
れ
る

こ
ろ
（
今
年
は
６
月
７
日
㊐
）。
来
場
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
お
り
、
祭
り
の
開
催
に
文
字
ど
お
り
一
花
を
添

え
て
い
る
。

　「
ひ
と
り
で
や
る
方
が
気
楽
に
取
り
組
め
て
、
長
続

き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。
今
後
も
で
き

る
範
囲
で
が
ん
ば
り
ま
す
」。
山
﨑
さ
ん
の
花
づ
く
り

は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

山﨑誠也さん
せ い や

（天草町下田北・63歳）

－

５
月
20
日
㊌
は
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
ざ
す
日
で
す

－

　

交
通
安
全
は
あ
な
た
が
主
役

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点
目
標　

●
子
ど
も

と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
●

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
●

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
●
飲
酒
運
転

の
根
絶
。

□問
本
庁
・
ま
ち
づ
く
り
支
援

課
（
天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館

ポ
ル
ト
２
階
）☎
32
６
６
６
１

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
人

の
、
福
祉
や
子
育
て
な
ど
の
不

安
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
地
域
の

児
童
福
祉
機
関
と
連
携
し
、
児

童
委
員
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
心
配
ご
と
や
困
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
き
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

各
地
区
の
委
員
は
、
問
い
合

わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

□問
本
庁
・
健
康
福
祉
政
策
課
、

各
支
所
担
当
課
／
市
社
会
福
祉

協
議
会
本
所
☎
32
２
５
５
２
、

各
支
所

　

離
島
の
生
徒
の
修
学
機
会
を

確
保
す
る
た
め
、
高
校
生
修
学

支
援
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

内
容　

御
所
浦
町
に
住
所
が
あ

り
、
高
等
学
校
な
ど
に
通
学
す

る
生
徒
の
通
学
費
や
、
御
所
浦

中
学
校
を
卒
業
後
、
高
等
学
校

な
ど
に
在
学
す
る
生
徒
の
住
居

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
１
日
㊎
か
ら

８
月
31
日
㊊
ま
で
。

□申
□問
本
庁
（
別
館
）・
教
育
総

務
課
／
御
所
浦
支
所
・
ま
ち
づ

く
り
推
進
課

□申…申し込み先　□郵…郵送先　□Ｆ…FAX　□Ｍ…メールアドレス　□Ｈ…ホームページ　※申請書などは□申に備え付け。

問い合わせ先

牛  深☎732111・有  明☎531111
御所浦☎672111・倉  岳☎643111
栖  本☎663111・新  和☎462111
五  和☎321111・天  草☎421111
河  浦☎761111

天草市役所・市庁舎別館☎㉓1111
〒863-8631 天草市東浜町8番1号

支　所

本　庁

行
　
政

くらしの
情報

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月
11
日
㊊
〜
同
20
日
㊌

５
月
12
日
㊋
は「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」で
す

高
校
生
修
学
支
援
補
助
金
を

　
　
　
　
　
　

交
付
し
ま
す

□申□問天草宝島物産公社（本庁〔別館〕・産業政策課内）

　天草の物産品の販路拡大を図るとともに、
天草の情報を広く発信・紹介する天草宝島物
産公社を設立しました。
　今回、同公社の事務局長を募集します。
勤務場所　天草市役所別館経済部内。
業務内容　天草産品の情報収集、首都圏や関
西、福岡でのＰＲ活動や販売先の開拓。
応募資格　市内在住、本事業に従事可能な人。
雇用期間　６月１日㊊から平成28年３月31
日㊍まで（更新あり）。※勤務開始は採用決
定後、本人と協議のうえ決定します。
勤務時間　月～金曜日（祝日、年末年始を除
く）の週40時間。

報酬（月額）　300,000円（通勤手当、雇用
保険、社会保険などあり。昇給、賞与、
退職金はありません）。
申込方法　履歴書と小論文（テーマ「私が
考える天草産品の販路拡大」1,000 ～
1,200文字）を、５月15日㊎（午後５時
必着）までに郵送または持参してくださ
い。
審査方法　一次審査（書類
審査、合否は応募者全員
に通知）、二次審査（面接）
５月25日㊊。

天草宝島物産公社の事務局長を募集します


